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　大学１年生の時､何気なく読んだ全

集に入っていた１編ですo理解したつ
もりになっていた「死」や「幸福」などの

言葉に明快な定義付けかされ､自分の

あいまいさを教えてくれました。

　それからは、何事にも自分なりの定
義付けをし、定義に基づいて物事をみ

ることにしていますｏ ＡＭＤＡでは。

　「平和」を定義付けています。30か国
に支部を置き、民族も環境も多岐にわ

たるため、必然的に平和像も異なりま

すoそこで、誰もか共感する「今日の

家族の生活（食と健康）と明日の家族

の希望（教育）が実現できる状況」と
しました。平和を妨げるのが戦争、災

害、貧困o定義付けをした結果、平和

のために何をすればよいのか、次のス

テップか見えてくるのですo
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　今、定義付けをせず、言葉が「何と

なく」使われていることが多いように

感じますoそれでは議論をしてもずれ
が生じ、次に進めない可能性か高いの

ではないでしょうか。物事の見方を考

えさす１冊です。（談）
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